
平
成
２
７
年
度
か
ら
平
成
３

１
年
度
ま
で
の
５
年
間
、
毎
年

２
％
（
５
年
１
０
％
）
以
上
の

定
数
を
合
理
化
し
て
い
く
と
し

て
定
員
削
減
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
国
土
交
通
省
で
は
５
年

間
で
６
，
２
０
０
人
（
再
配
置

を
含
む
）
を
削
減
す
る
と
決
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
削
減
数

は
全
省
庁
の
中
で
農
林
水
産
省

に
つ
ぐ
削
減
率
と
な
っ
て
い
ま

す
。
来
年
度
の
定
員
査
定
も
今

年
度
同
様
①
新
規
業
務
に
伴
う

増
員
②
国
民
か
ら
み
て
必
要
な

事
業
に
定
削
数
の
内
か
ら
再
配

置
に
よ
る
増
員
③
お
お
よ
そ
５

年
を
目
処
と
し
た
時
限
増
員
と

し
て
行
わ
れ
ま
す
。
昨
年
度
、

熊
本
復
興
事
務
所
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
が
、
地
方
整
備
局
で
の

削
減
が
国
交
省
全
体
の
削
減
数

を
上
回
っ
て
い
る
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

ユ
ニ
オ
ン
の
調
査
で
は
、
今

年
度
も
全
国
の
地
理
・
地
整
で

空
き
ポ
ス
ト
が
事
務
所
・
出
張

所
係
長
で
７
０
０
を
超
え
て
い

ま
す
。
定
員
削
減
の
結
果
、
毎

年
度
「
一
人
出
張
所
」
や
空
き

ポ
ス
ト
を
加
速
度
的
に
増
加
さ

せ
、
そ
の
結
果
組
織
の
空
洞
化

を
ま
ね
き
、
「
現
場
力
」
を
大

き
く
後
退
さ
せ
災
害
対
応
な
ど

国
民
の
安
全
安
心
を
守
る
体
制

を
不
十
分
な
も
の
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
以
上
、
外
注
化
で
乗

り
切
っ
て
い
く
こ
と
は
で
き

ず
、
真
摯
な
当
局
の
増
員
要
求

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

７

月

５

日

付

け

で

TEC
-FO

R
C

E

の
移
動
時
間
に

つ
い
て
、
必
要
な
被
災
状
況
の

把
握
な
ど
を
行
っ
た
場
合
は
管

理
職
特
別
勤
務
手
当
の
対
象
と

な
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
本
省

通
知
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。

移
動
時
間
の
手
当
支
給
に
つ
い

て
は
、
東
北
、
北
陸
支
部
を
中

心
に
当
局
に
こ
れ
ま
で
要
求
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
移
動
時
間

は
す
べ
て
「
単
な
る
移
動
」
に

過
ぎ
な
い
と
し
て
手
当
が
支
給

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

回
の
本
省
通
知
で
は
「
移
動
中

に
行
い
う
る
勤
務
内
容
の
例
」

と
し
て
①
車
両
の
自
操
運
転
②

被
災
状
況
等
の
把
握
、
記
録
、

報
告
等
③
業
務
打
合
せ
な
ど
で

真
に
必
要
な
も
の
は
、
支
給
対

象
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
ユ
ニ

オ
ン
の
主
張
が
認
め
ら
れ
た
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

証
明
が
あ
れ
ば
遡
及
し
て
法
令

に
従
っ
て
支
給
は
で
き
る
と
し

て
い
ま
す
（
本
省
調
査
官
室
）
。

い
く
つ
か
の
地
整
で
は
、
本
局

人
事
課
長
か
ら
の
通
知
に
本
省

通
知
の
「
概
要
」
や
「
要
点
」

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

こ
で
は
管
理
職
特
勤
の
扱
い
に

は
特
に
触
れ
て
い
ま
せ
ん
。
各

支
部
で
は
本
省
通
知
の
徹
底
を

図
る
よ
う
当
局
を
追
求
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

近
畿
支
部
は
、
６
月
１
０
日

（
土
）
に
第
２
０
回
定
期
大
会

を
大
阪
市
内
で
、
代
議
員
・
来

賓
・
役
員
な
ど
五
〇
名
の
参
加

で
開
催
し
ま
し
た
。

特
例
勤
務
で
の
、
「
１
７
時

か
ら
翌
８
時
半
ま
で
の
一
五
時

間
半
勤
務
を
し
て
も
振
替
も
手

当
も
な
い
」
と
の
問
題
指
摘
や
、

特
例
勤
務
、
管
理
職
特
別
勤
務

近
畿
支
部

近
畿
支
部
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２
０
１
８
年
度
概
算
要
求
の
作
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ユ
ニ

オ
ン
で
は
、
概
算
要
求
期
に
向
け
て
国
民
の
安
心
と
安
全
を
守

る
防
災
官
庁
の
役
目
を
果
た
せ
る
増
員
要
求
を
す
る
よ
う
緊
急

要
求
書
を
提
出
し
当
局
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

ユニオンに加入
を希望される方
下記アドレス

に「氏名・所属」
をメールくださ
い。
後ほど担当支

部から連絡させ
て頂きます。
k-union@alpha.
ocn.ne.jp

事務所（本院） 出長所（地測） 専門員など
空き 空き 空き

事務 15 14
技術 8 28
事務 1 27
技術 23 52 1
事務 2 13
技術 20 41 35
事務 20 32
技術 23 67
事務 10 23 8
技術 35 39 9
事務 19 20
技術 29 42 4
事務 12 16
技術 29 16
事務 16 8
技術 1 6
事務 1
技術 1
事務 95 154 8
技術 168 292 49

全国係長等空きポスト実態　２０１7．４

四国

九州

地理

合計

東北

北陸

関東

中部

近畿

中国

事務所 出張所
（本院） （地測）

２０１４年度 81 91 81

２０１５年度 138 175 108

専門員な
ど

２０１６年度 227 273 114

２０１７年度 263 446 57

前
号
に
引
き
続
き
、

管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
各
支

部
で
開
催
さ
れ
た
支
部

大
会
の
報
告
を
し
ま
す
。



手
当
、
深
夜
手
当
が
適
正
に
運

用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
周
知

さ
れ
て
い
な
い
問
題
指
摘
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
や
業
務
体

制
に
つ
い
て
、
「
被
災
調
査
は

危
険
が
伴
う
場
合
は
、
せ
め
て

危
険
手
当
の
支
給
を
望
む
」

「
一
人
出
張
所
長
で
、
現
場
に

出
る
と
閉
庁
の
上
、
携
帯
電
話

も
不
感
地
帯
に
入
る
と
連
絡
も

取
れ
な
い
」
。
「
併
任
で
一
人
出

張
所
長
を
支
援
し
て
い
る
が
、

自
由
に
休
暇
も
取
れ
な
い
」
な

ど
、
生
々
し
い
実
態
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
連
絡
の
取
り
よ
う

が
な
い
場
合
の
危
機
管
理
の
問

題
も
重
大
で
す
。

中
国
支
部
は
、
結
成
２
０
年

目
と
な
る
定
期
大
会
を
６
月
２

４
日
（
土
）
に
広
島
市
の
中
特

会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
巷
で
も
話
題
の

「
忖
度
」
に
関
連
し
て
、
仕
事

の
あ
り
方
等
に
関
す
る
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
テ
ッ
ク

フ
ォ
ー
ス
派
遣
等
に
関
し
て

は
、
地
域
か
ら
高
い
評
価
を
得

て
い
る
一
方
で
、
派
遣
さ
れ
た

管
理
職
は
奉
仕
的
な
活
動
実
態

と
な
っ
て
お
り
、
現
場
任
せ
で

指
揮
命
令
系
統
な
ど
改
善
す
べ

き
課
題
が
多
い
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
処
遇
改
善
や
地
域
と

連
携
し
た
運
動
を
進
め
、
仲
間

づ
く
り
の
重
要
性
を
再
認
識
し

た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

中
国
支
部

中
国
支
部

四
国
支
部
の
定
期
大
会
で

は
、
超
勤
縮
減
・W

LB

月
間

な
ど
の
締
め
付
け
よ
り
も
、
超

勤
し
な
く
て
も
い
い
体
制
づ
く

り
が
先
、
在
庁
型
支
援
業
務
に

お
い
て
業
務
従
事
者
が
寄
せ
集

め
で
動
き
が
悪
い
、
人
員
削
減

の
憂
き
目
を
み
て
い
る
出
張
所

は
手
薄
で
年
休
も
と
れ
な
い
、

人
員
が
足
ら
ず
係
員
を
監
督
員

に
す
る
こ
と
で
対
応
し
て
い

四
国
支
部

四
国
支
部

る
、
若
手
職
員
の
辞
職
な
ど
、

職
場
の
厳
し
い
実
態
の
意
見
が

多
く
だ
さ
れ
、
人
員
削
減
に
よ

る
職
場
環
境
の
悪
化
が
浮
き
彫

り
と
な
り
ま
し
た
。

九
州
支
部
は
、
６
月
３
日

（
土
）
に
第
２
０
回
支
部
定
期

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

九
州
支
部

九
州
支
部

参
加
組
合
員
か
ら
の
発
言
で

特
徴
的
だ
っ
た
の
は
、
政
府
の

骨
太
方
針
で
６
５
歳
ま
で
の
定

年
延
長
が
打
ち
出
さ
れ
て
き
た

な
か
、
年
金
の
支
給
も
後
ろ
倒

し
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
ま

た
東
京
五
輪
後
の
公
共
事
業
費

の
大
幅
減
や
文
科
省
の
問
題
も

あ
り
再
就
職
も
厳
し
い
状
況
が

考
え
ら
れ
る
た
め
、
６
０
歳
以

降
生
活
が
維
持
で
き
る
か
と
い

う
切
実
な
不
安
の
声
が
多
く
出

さ
れ
ま
し
た
。

一
方
職
場
で
は
、
出
張
所
係

長
が
空
き
ポ
ス
ト
に
な
り
、
そ

こ
に
再
任
用
者
が
４
日
勤
務
で

配
置
さ
れ
、
従
来
係
長
が
５
日

で
行
っ
て
き
た
以
上
の
業
務
量

を
４
日
で
か
つ
超
過
勤
務
も
請

求
し
づ
ら
い
職
場
環
境
の
な
か

で
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

厳
し
い
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

地
理
支
部
の
定
期
大
会
で

は
、
地
方
測
量
部
を
管
区
機
関

と
し
て
格
付
け
す
る
、
組
織
改

編
が
本
院
応
用
地
理
部
で
４
月

に
あ
っ
た
が
、
要
求
段
階
か
ら

職
場
の
声
が
反
映
さ
れ
て
い
な

い
、
年
度
途
中
の
人
事
異
動
で

新
た
に
対
象
者
と
な
っ
た
方
に

は
、
積
極
的
に
拡
大
の
取
り
組

み
を
す
る
、
国
交
労
組
と
の
共

同
の
取
り
組
み
も
積
極
的
に
実

施
し
て
い
く
べ
き
、
と
い
っ
た
、

地
理
院
独
自
の
要
求
や
拡
大
、

国
交
労
組
と
の
共
同
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。 地

理
支
部

地
理
支
部
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